
                             平成１４年１０月３１日 
 
  ドイツ連邦通常裁判所、連邦憲法裁判所の裁判官任命手続 
                               毛利 透 
 
  Ⅰ 連邦通常裁判所 
１、権限  最高裁判所の一つ、上告事件を扱う。憲法判断の権限はない。 
  
２、構成  １２の民事法廷、５の刑事法廷、８の特別法廷  １２５人の裁判官 
 
３、選出機関  連邦法務大臣と裁判官選出委員会が共同で選出し、連邦大統領が任命 
     裁判官選出委員会  １６州の法務大臣と１６名の連邦議会による選任委員 
                   
     候補者について裁判所が意見を述べることができる。適性についてランク付け。

拘束力はない。 
 
４、選出される裁判官 法的条件は法曹資格と３５歳以上であること。 
           下級裁判所裁判官からの選出が大多数、連邦や州の法務省で働い

ている法曹資格保持者も。弁護士からの任官はまれ。以前に調査官として勤務

していた者も多い。 
           各州人口との均衡に配慮。女性の割合も維持するよう考えられる

支持政党も影響すると言われる。 
           選出年齢は４５歳から５５歳が多い。定年６５歳までの地位保障。 
 
 
   Ⅱ 連邦憲法裁判所 
１、権限  違憲審査権を集中して行使する特別の裁判所。個人が提起できる憲法異議に

より、多くの事件を扱うことになる。 
 
２、構成  各８人の裁判官からなる２つの法廷。裁判官には１２年の任期があり、再任

不可。 
 
３、選出機関  連邦議会と連邦参議院が半数ずつ選出、連邦大統領が任命。 
        連邦議会は法律で選出委員会での選出に委ねる。 
        議会、参議院とも３分の２の多数が必要。実際には、二大政党（CDU/CSU

と SPD）が半分ずつ推薦し、相手がそれを受け入れる慣行がある。 



        他機関の意見聴取なし。 
 
４、選出される裁判官 法的条件は法曹資格、４０歳以上。 
           各法廷の３人以上は連邦の最高裁判所（上記通常裁判所等）の裁

判官を３年以上務めたものである必要。 
           その他の裁判官には、大学教授からの選任が多いことが特徴。弁

護士からはまれ。半数が教授出身という割合が維持されている。 
           提案政党が政治的考慮を行うことは明らか。地域バランス、女性

割合の維持も。 
           選出年齢は５０歳から５５歳が多い。 
 
              
      
     


